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17． 性感染症

山形大学 高 橋
一 広

　　　性感染症は特殊な感染症で はな く，「生殖年齢に

　　ある男女 を中心 とした健康 問題の ひ とつ 」 とい う

　　ス タ ン ス で とらえるべ きで ある．特に女性 の場合，

　　性感染症は男性に比 較 して 罹患しやす い こ と，症

購 欝
化 しや すい こ とを知 っ て おか なければな

　　　感染症法に定め られて い る性感染症 は ， 性器 ク

　　ラミジ ア 感染症，性器ヘ ル ペ ス 感染症 淋菌感染

　　症 ， 尖圭 コ ン ジ ロ ーマ
， 梅毒の 5疾患で ある．こ

　　の 中で性器クラ ミ ジア感染症 は，感染報告総数の

　　60％ を占める． 性 感染症 は合併するこ と も多 く，

　　クラ ミ ジア 陽性者の 10％ は淋菌感染症 を合併 す

　　る．ク ラ ミ ジ ア の 感染を疑い 検査す る場合は ，核

　　酸増幅法を用 い て ク ラ ミ ジア と淋菌の 同時検査を

　　した方が よ い ．治療は妊婦に対して は マ ク ロ ライ

　　ド系を ， 非妊婦に は マ ク ロ ラ イ ド系また はキ ノ ロ

　　ン系の 経口抗菌薬を使用す る，核酸増幅法は高感

度で ある ため ，治癒を判定するため に検査する場

合は ， 治療 開始後 3週間ほ ど経過 して か ら行わ な

い と疑陽性 になる こ とがある．ク ラ ミジア感染に

よる付属器炎を長期間放置す る と難治性卵管不妊

や卵管妊娠 の 原因にな り， 妊娠中の 感染は新生児

ク ラ ミジア感染症 の 原因 に もなる．こ の ほ か ク ラ

ミ ジア感染症に限 らず ， 性感染症 は感染時の 問題

だ けでは な く，そ の 後の 不妊症や，母児感染を起
こ した場合は次世代へ 影響を及ぼす点など，
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を通 じて大 きな健康障害を惹起する可能性が ある

こ とも認識 しなければならない．

　性感染症 は日常診療の 場で よ く遭遇する疾患で

ある の で ，産婦人科医師と して診断 ・治療法を熟

知して お くこ と
， また

， 性感染症の 予 防につ い て

指導で きる こ とが 大切で ある．本講演では性感染

症に つ い て ，産婦人科専門医 とし て の 必須知識に

つ い て解説す る．

18． 骨盤内炎症性症候群 （PID）

久留米大学 津 田 尚 武

　骨盤内炎症性症候群 （Pelvic　inflammatory　dis−

ease ：PID ）は，起炎菌が子宮頸管か ら上 向感染を

起こ す炎症性疾患の 呼称 であ り子宮内膜炎，付属

器炎，卵巣卵管膿瘍，骨盤腹膜炎などが 含まれ る．

性的活動 の 高 い 年齢層に多 い 疾患で あ り，腟や頸

管に常在する菌 または STD の 原因微生物 に よ り

引 き起こ される．

　その 危険因子 と して は IUD の 使用 ， 腟炎や細菌

性腟症，子宮頸管炎 の 存 在，複数 の 性 的パ ー ト

ナー，若年女性などが 挙げ られ る．多 くは，帯下 ，

下腹部痛，下腹部圧痛，時に不正性器出血 などを

認め るが，明確な 自覚症状 を呈 さない こ ともある．

症状が 見逃 され る と，卵管性不妊や異所性妊娠の

原因 とな りうる，

　起炎菌検索の 為 に検体採取が必要であ り，
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細菌培養や ク ラ ミジア，淋菌の核酸増幅法用の 検

体の 採取を行 う．子宮頸管炎，子宮付属器炎の 主

な原因菌として は ク ラ ミジア トラ コ マ テ ィ ス お よ

び淋菌が挙げ られ る．また好気性グ ラム陰性桿菌

である大腸菌 の 頻度 も高 く，多 くは複合感染で あ

り，腟か らの 上 行性感染が大 部分を占め る．また，

卵管膿瘍 を形成して い る例で は嫌気性 菌が原因菌

となる こ とが多 い ．

　
一

般細 菌が 起炎菌で あれ ば セ フ ェ ム 系抗生剤

を，性器 ク ラ ミジ ア 感染症の 場合，ア ジス ロ マ イ

シ ン，マ ク ロ ライ ド系抗生剤 を選択する．しか し，

子宮付属器膿瘍を形成 して い る よ うな重症 PID
では ，嫌気性菌に も抗菌力を示す広域な抗生剤を

選択する必要がある．保存的治療が奏効 しな い こ

とが しばしばみ られ ， ド レ ナ
ージを含 む外科的治

療の 時期を逸 しな い こ とが 重要で ある．

　本プ ロ グ ラ ム で は産婦人科専攻医が学ぶ べ き骨

盤内炎症性症候群 （PID）に関する事項をわか りや

すく解説 した い ．
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